受賞団体報告

準優秀賞

団体名　愛知県額田町立大雨河小学校　　　　　　
連絡先〒444-3602　　愛知県額田郡額田町大字河原字黒石17番地　
http://www.town.nukata.aichi.jp/school/ooamekawa  
1 事業（プログラム）名称 
　　忍者キャンプ－ふるさと大雨河の山と川で遊び，学ぶ，子どもが変わる６日間 
　　　 
2 事業の目的

　　　　ふるさと大雨河の山と川と田んぼという里山の自然にたっぷりふれあうことをベースに，忍者になりきるという活動を通して，楽しみながら子どもの冒険心や知的好奇心を呼び起こし，地域の人の生活に知恵を学ぶ，子どもも大人も変わる６日間を実現する。

　　　

3 実施期日・期間

　　　2002年６月２９日（忍者キャンプ事前交流会）
　　　2002年７月２９日　～　８月３日（忍者キャンプ）　　　計　２　回

④　参加者のプロフィール（学年・年齢、性別・父母参加の有無）

⑤　参加人数　　児童４８人　内訳　男子　３９人　女子　９人    

⑥　募集人数　　　　４４人　内訳　男子　３５人　女子　９人
⑦  指導者数　　　　３４人
8 実施会場・場所・フィールド等

　　　愛知県額田郡額田町立大雨河小学校校庭とそのまわりの里山の自然（ふるさとの山と川と田んぼ）
大雨河小学校ログハウス公園（地域の人の協力を得て校庭に間伐材で作った10畳の本格的ﾛｸﾞﾊｳｽ
9 [image: image1.jpg]


事業プログラムの内容と特徴　

　　　　企画運営した者としては，５泊６日の長丁場で体力と気力の勝負という感じであったが，目のあたりにした子どもの生き生きとした姿・リーダーなどの指導者の内に育ったやりきった満足感と感動・ボランティアとして参加した学生の如実な成長ぶり，保護者や地域の人の反応などから忍者キャンプの成功とその意義に１００％！いや１２０％の手応えを感じた。

其の壱：忍者の巻物！
（楽しい仕掛けで，子どもが夢中になる忍者になりきる活動を展開していく）
①水とんの術：水中に隠れる術（竹筒クラフト・川遊び・魚捕り），露天風呂・ドラム缶風呂体験
②木とんの術：木の上に隠れる術（山遊び・木登り・ロープワーク）
③火とんの術：火を操る術（毎夜のボンファイヤー，本格的炭焼き窯での炭焼き体験，五平餅作り）
④土とんの術：田んぼのどろに身を隠す術（田んぼの生き物探索，田んぼの雑草取り）
⑤昆虫捕獲術：雑木林でカブト虫・クワガタ虫を捕まえる術（５日間連続の早朝散歩，夜の散歩）
⑥地域の食生活術：そば打ち体験の術，流しそうめんの術

其の弐：地域の人とかかわり生活に知恵を学ぶ！
（野菜を分けてもらったり，竹などの材料を切らせてもらったり，炭焼き名人から炭焼きを教わった
りと地域の人とかかわり，農家の知恵・職人の知恵など本物の生活の知恵を学ぶ）
其の参：遊びと学びの同居！
（遊びを連続させ，興味別班構成を導入し，探求心・工夫力・段取り力を育成する）
其の四：究極の五平餅作り！地域にある食文化を肌で体験
（五平餅名人に五平餅の由来を聞き，究極の五平餅作り，そば打ち体験，朝の味噌汁体験

10 事業目的の達成度について（当初の目的をどの程度達成しましたか？あるいは、思わぬ効果とか、成果、失敗などがあれば参考までに記入してください。）

　　　なんといっても子どもの疲れを知らぬエネルギッシュな子どもパワーがみられたことである。

（１）子どもの夢・遊び心発見・友だち発見・生活の知恵発見！
①　　子どもが夢中になって遊び・追究するという子ども本来の生き生きとした姿が見られた。
（子どもが変わった！「ぼくたちをかえた！！忍者キャンプ」という班の子どもたちで共同で制作した手作り看板の言葉に端的に子ども自身の思いが端的に表されている。）
②　　最初はできなかったことにも忍者のしかけで遊び心を持って，楽しく挑戦しみんなで前よりも成長した自分を感じることができた。（水とんの術で，竹筒を使って水に潜る修行で泣き虫の自分を乗り越え，２番目に長くもぐっているまでに成長した子どもの姿）
③　　ふるさと大雨河の山と川という自然の中で，班を中心とした山や川にどっぷりとつかる活動を共通体験する中で，子どものたくましさ，やさしさ，子ども同士・子どもとリーダーの心のつながりが生まれ，きずながだんだん強くなっていった。（毎日班ごとに行ったグループファイヤーで，火を囲んで，その日の出来事を振り返り，一人の子どもの成長や喜びを分かち合っていった。「火を自分で起こしたい」と挑戦したことで火が自分たちのものになっていった。）
④　　異年齢集団の中で，自分の食器を竹を切って作ったり，食べた食器を自分で洗ったりと自分のことは自分でやるという体験をみんなとすることを通して年長児でもずいぶんとたくましくなった。
⑤　　炭焼き体験やそば打ち体験・究極の五平餅作りと地域の名人・達人がその道のプロの技を身をもって教えて下さり，生活の知恵を感じることができた。「こんなおいしいものみたこと無い！」
6 地域の食材を調達して作った手作りみそ汁，三色おはぎ，山の幸天ぷら，里の朝食，忍者流流しそうめん，忍者祭りちらし寿司などおいしく日々の活力になった。（食も進み，ご飯を炊く量が日ごとに増えていった。「世界一おいしいみそ汁だよ！」） 
　　　⑦　初めて出会った振興住宅地の都会の子どもたちと農山村の大雨河の子どもたちとが日を追ってふ
れあい体験を重ねるごとにきずなが強くなり，ただの「班の人」から仲間としてのつながりが生まれた。（地域の人自作の露天風呂に入っている子どもたちはまるで一つの家族のようであった。
「友だちから仲間へ」の変化…このことは，６日目最終日，泣きながら別れを惜しんだりする姿，電話番号の交換をしたりする姿に表れていた。「とても楽しくて，友だちがいっぱいできた」「もう一度きたい！忍者キャンプ」）

（２）リーダー・ボランティア学生という指導者集団の成長と自己変革！
　　　　　成果が一番端的に表れていたのがリーダー・ボランティア学生という指導者集団の成長ぶりであろう。忍者キャンプ後のこれらスタッフの書いた感想を読むとこのことがよく分かる。
（リーダーとして班の子どもたちの直接の指導にあたったスタッフの感想）「本当に自分にとって忘れられない一生の思い出！」「さびしくねえぞー！と強がる子どもの姿を見て自分も泣けてきた」「今までの幼稚園での子どもとのふれあいとはちがった密度のふれあいで深い子ども理解ができた」「自分自身にとって自信につながった」「子どもとの接し方が少し分かった気がする」「本当に小さなことでも変わったなあ！成長したな！と思えたときすごくうれしくて思わず誰かに話したくなるそんな感情が強くなった。日常の保育の中で見えなかったり見逃していたことも一緒に生活することで見えてきて，子どもってすごいなあとしみじみと喜びを感じることのできた６日間」「心配や不安・失敗をおそれないを自分を持つことができた。私を変えてくれた忍者キャンプ」（ボランティアとして参加した学生の感想）「子どものパワーはすごい！！」「とても新鮮。感動の連続だった」「前半と後半では自分の動きが違ってきたのが分かった」「高学年の子が自然な感じで低学年の子を手助けしていた姿に感激した」「障害を持った子どもさんについたけれど，その子から逆に自分の方が学ばされてばかりだった」「帰りのバスでは涙が止まらず自分でも大きく成長したように思えた。忍者キャンプ最高！！」これらの感想が物語っているように，一番劇的な自己変革を遂げ，成長したのは，このキャンプを進めていったリーダーたちスタッフであったように思われる。
　　　　　

　　　３）保護者や地域の人との新しく深い交流の場の誕生！（これからにつながる忍者キャンプ）
　　　　　こうした子どもの成長とスタッフの熱く燃える思いが一気に高まって爆発した場が，キャンプでずうっと離れていた親御さんや地域のお世話になった人を招いて，自分たちの学び，成長した姿を披露した「忍者まつり」であった。急遽，バスに乗って地域に忍者祭りの宣伝活動に繰り出して，子どもたちも「大雨河の皆さん，こちらは忍者キャンプです。今晩忍者まつりがあるので，地域の人も来て下さい。虫さんも来て下さい。」と，祭りへの参加を呼びかけて回った。この盛り上がりの中でがんばっている子どもの姿を見る久しぶりの親子の対面もあり，また，地域に人の談笑の輪も広がった。忍者キャンプを通じて地域に交流の輪が生まれてきたことを実感した。
（「忍者祭りで久しぶりに我が子の顔を見ると，少し引きしまって真っ黒に日焼けしてうれしそうに笑っていました。その表情をみて（忍者キャンプの）すべてを悟ったような気がしました。５泊６日という年長さんには少し難しいかな…？と思っていた忍者キャンプを立派にこなし，その自信は確実に子どもを成長させたようです。２週間ほどたち，ふと「お母さん忍者キャンプ楽しかった～！としみじみとなつかしそうに語ってくれました。おもちゃもテレビもないけど，一日があっという間で楽しかった」と言っています。今後も町と田舎をつなぐような企画を期待しています。子どもの潜在的な力を引き出してくれると確信しています。」（三好の保護者の感想より）

３．失敗談…みんなの協力と団結で大きな失敗はなかったが，安全面での配慮は欠かせない。今回は、学校の木造校舎屋根に巣くっていて飛び出してきたコスズメバチに二人が刺されるという思わぬアクシデントがあった。幸い軽症でよかったが，雑木林のカブトムシ・クワガタムシ採りを早朝毎日実施したこともあり，スズメバチへの対策を考慮する必要がある。また竹細工をした後で，作った食器を熱湯所毒した際に，スタッフで軽いやけどをした者もあった。お湯には注意する必要があるし，竹ならば消毒も必要なかったように思われた。

⑪参加した子ども達の声・意見など

　　・「もういくつねると忍者のおとまりなの！」（忍者キャンプを待ちこがれていた子ども）
・「あっ，巻物だ！いよいよ忍者キャンプの始まりだ！」（忍者はちまきをもらってのキャンプ開始）
・「竹が固くて切れないよう！でも，お兄ちゃんが手伝ってくれたでできたよ！」（竹食器作り）
・「川にはいろいろな生き物がいる。石に下で沢ガニの赤ちゃんをつかんだよ！」（川の生き物探し）
・「（お尻で岩のところを滑る）川のジェットコースター楽しいよ！」（川遊びでのつぶやき）
・「こんなおいしいものみたことがない！（食べたことがない）」（炭焼き名人の寿太郎さんに作り方
を教わって自分たちで作った焼きたてでみそ付きのできたての究極の五平餅を食べながら）
・「そばを食べてうれしくておいしかった！」（そば打ち名人の仲柴房子さん教わってそば打ち体験）
・「はい，お代わり。このおみそ汁はおいしいもん。だって世界一の味だよ！」「このにぼし，おいし
い！もう５匹目」（手作りみそで，地元の野菜を具に入れたおみそ汁を食べながら）
・「あっ，葉っぱにつかまってクワガタがいた！小さいけど僕がつかまえたクワガタだよ！」
・「ねえ，見てみて，水とんの術，班で長くもぐっていられたよ！」（最初は，できないので怒って泣
いていた子が，リーダーとともに忍者修行をつみ，水とんの術が飛躍的にうまくなった喜びの声）
・「みんなカッパみたい」「露天風呂は気持ちいいよ」「みんな家族みたいだね」（露天風呂入浴で）
・「俺もグループファイヤーの火をつけられるの！明日火をつけさせて！」（「なんでこんなことやる
の？」「つまらん」と班で火を囲むグループファイヤーに疑問を投げかけていた子が変わった！）
・「F君の絵ってすごいうまい！絵の天才。」「本になるよ！」（みんなにほめられて笑顔いっぱい）
・「最初不安だってどきどきしてたのがどんどんどんどん仲良くなってきて，もう６日間もたったのか
って言う感じ。土曜日にはすっごくさみしい気持ちでいっぱいでした」（別れを振り返って）
・「私がインタビューされた時はずかしくて言えなかったけど，一番みんなに言いたいことは，私を助
けてくれてありがとう。ペースに合わせてくれてありがとうって，言葉では言い切れないほど，みんなともっといたいということです」（足の不自由で杖で歩行している女の子の感想文より）
・「最初はいやだなあと思っていました。ぼくは少し小さいこの面どうをみるのがきらいでした。でも
この６日間１日１日面どうをみたりしてやっていくと自分ではだんだん面どうをみるのが上手になったんじゃあないかなあと思いました。年長の子は何回言っても言うことを聞かなかったけれども最後には一回言っただけで聞いてくれてうれしかったです。この６日間の忍者キャンプで勉強になったことは，あまりみられなかった小さい子の面どうや指示の仕方が勉強になってよかったです」「今，自分では，何が成長したかってすぐには分からないけど，今度またこんな機会があったら，自分から挑戦してやってみたいなあという気持ちでいる」（キャンプを終えての男子の班長の言葉）
・「ぼくは班長になりました。A君はみんなが竹の食器を切るのに困っていたとき交代してあげたり，

グループファイヤーでは火をつけるのに自分でいろいろな工夫をして火をつけました。だから，心強かったです。最初の日では，まだみんなをすぐにまとめられませんでした。だから名前を覚えてみんなをまとめようと思いました。２日目は，カブトムシ・クワガタ採りや山での修行，川遊びとみんなで行動するのがたくさんでした。この日が終わったころには３人の名前を覚えました。３日目にはついに１０人全部覚えました。みんなでグループファイヤーで寿太郎さんの炭焼きの話で疲れたと言っただけあって、みんなすぐにねてしまいました。４日目に，プールで１００ｍ泳げました。忍者修行なんて意味ないと思っていたけど、本当に水とんの術の修行のおかげの気がしました。それに（寿太郎さん特製の）五平もちの力が出たのかもしれません。とてもうれしかったです。５日目は、忍者祭りでした。もうみんな友だちになったので別れたくなくなりました。土曜日，最後の歌「大きな歌」を歌っているとさみしくなってきました。別れてしまったら，さみしい気持ちより，また会えるといいなあという思う方が強かったです。また，いつか三好（桃山幼稚園がある町）に行ってみたいです。」（班長になった６年生の男子の感想文より。この子たちの班は，みんなで相談して作った手作りの木の看板に「ぼくたちをかえた！！忍者キャンプ」と書いて手形を押した。）
・「うん，よかった。とっても楽しくて，友だちがいっぱいできた忍者キャンプ。もう最高」
⑫　プログラムに使用した主な備品・装備・学習用具等                                          

	・巻物・手裏剣・ハチマキ（忍者グッズ）
	

	・竹・マキ・ロープ・ペンキ・ハケ・爆竹・着火マン・灯油・バーベキュー用品
	

	・ロウソク・べープ・ブルーシート・ノコギリ・ナタ・鉄鎚・ポータブル・タコ糸
	

	・キリ・ハサミ・電気ドリル・チェーンソー・バケツ・ツルハシ・ハンマー・杭
	

	・油性ペン・カセットテープ・ワイヤー・鍋・昆虫ゼリー・１００Ｗライト・切り出しナイフ
	

	・キャンプファイヤー点火用ロケット・軍手・トーチ棒・和太鼓・脚立・マスク・ハンドライト
	

	・新聞紙・ボロ布・ウチワ・木材・ハソリｅｔｃ
	


⑬　同様の企画を実施する場合のポイントについて
①　リーダー等のスタッフの事前研修（フィールドの活用場所の事前体験，一人一人の子どもの個性
と把握，活動の全体の見通しと活動のねらいの把握）
②　活動の中での臨機応変・日々のスタッフミーティング（子どものトラブルなどへの臨機応変の対
応，一日の活動を振り返り，子どもの輝きや自分の喜び・悩みについての話し合いが欠かせない）
③　地域の自然や食材・人材とふれあい，交流の盛り上げと深化（つながりと継続）
　　　　地域で活動できる遊びと勉強の種探し，地域の名人・達人の人材発掘，地域で調達できる食料の把
握などその地域の特色を生かす探求と交流が欠かせない。
④　都会の子どもたちと農村の子どもたち双方の教育拠点の確保と教職員集団の交流の継続
⑤　忍者活動という子どもの夢と遊び心を生かす仕掛けの工夫
　　　　（はちまき，手裏剣，巻物等の忍者グッズの作成と入手）
6 安全面での対策（川遊びの注意，ハチやヘビなどから身を守る事前の指導，保険関係）

⑰　パブリシティ　　

・毎日新聞  　　２００２．７．３１付け朝刊
・朝日新聞  　　２００２．７．３１付け朝刊
・東海愛知新聞  ２００２．７．３０付け朝刊
・岡崎ホームニュース      ８．２４付け
夢と冒険の忍者キャンプ
－ふるさと大雨河の山と川と田んぼで遊び，学ぶ，子どもが変わる６日間－ 愛知県額田町立大雨河小学校みつわっ子ｴｺｸﾗﾌﾞサポーター荻野嘉美
１．忍者キャンプの目的
 ふるさと大雨河の山と川と田んぼという里山の自然にたっぷりふれあうことをベースに，忍者になりきるという活動を通して，楽しみながら子どもの冒険心や知的好奇心を呼び起こし，地域の人の生活の知恵を学ぶ，子どもも大人も変わる６日間を実現する。
２．忍者キャンプ実現の経過と意義
   大雨河小学校は，1996年より，「学ぶ喜びが生まれるとき」を求めて，地域と子どもの生活に根ざした体当たりのふるさと総合学習を展開してきた。（略歴参照）
　昨年度(2001年度）は，子どものふるさと学習の追究で，「大雨河ログハウス公園づくり」に取り組み，子どもの願いに応えた保護者・地域の多くの人々の参加と協力を得て，間伐材を使った本格的なログハウスを完成させることが出来た。額田町夢を広げる学校づくり事業の指定補助金１００万円の支援を受けて，１階１０畳，自在鍵と囲炉裏・中２階６畳・スロープ付ウッドデッキ等々ができあがった。
　大雨河小学校としては，このログハウスを地域活性化の拠点としていきたいと考え，学ぶ喜びが生まれる学校づくりと地域づくりをさらに発展させたいと都会の子どもたちや保護者との交流を求めていた。
・一方，三好桃山幼稚園は，子どもが主人公となる保育を実現するため，卒園時を対象に野外冒険教室「遊名人」を実施しており，子どもたちと思い切った冒険型の野外体験活動を実施できるフィールドを模索していた。そこで，両者の思惑が一致し，ここに，大雨河小学校全校児童14名（みつわっ子ｴｺｸﾗﾌﾞ）と三好町・桃山幼稚園卒園児童30名（希望者）とによる都市と農村との交流を生み出す忍者キャンプ（ユニークな冒険里山野外活動）が実現することになったのである。
３．大雨河小学校と三好桃山幼稚園の略歴
◎愛知県額田町立大雨河小学校：明治27年創立。三河山間部にある全校児童１４名のへき地極小規模校。ふるさと大雨河の山と川と田んぼがぼくらの学校を合言葉に，学ぶ喜びが生まれる体当たりのふるさと総合学習を展開中。著書に『ふるさと総合学習　小さな学校の大きな冒険』（農文協）がある。1999年度ソニー教育資金優秀賞受賞。2001年度読売教育賞受賞。2002年度田んぼの学校企画コンテスト入賞。
◎三好桃山幼稚園：昭和42年9月1日。学校法人・滝の坊学園三好桃山幼稚園として創立。自信・勇気・思考・ユーモアのある子を目指して幼児教育に専念。
　現在404名の園児と35名の教職員で構成。子どもと保護者と教師がそれぞれ対等な関係をもちながら、3才～5才までに限らず、人として自立する10才までを共に育ち合う関係を目指している。そのひとつとして土曜日に卒園児・小学生・在園児を対象の終日の野外冒険教室【遊名人】。又、保護者との研修として【生き生きトークＤＡＹ】【親子ふれあいＤＡＹ】等行なっている。
３．活動日時　2002年７月２９日～８月３日（５泊６日）
４．参加対象・大雨河小学校全校児童１４名・三好桃山幼稚園卒園児３４名
（小学校１年生～６年，６歳～12歳，男女，知的・身体障害児参加）
　・父母の参加交流有り  （６月２９日に事前の保護者交流会も実施）
５．参加予定人数　４４　人　内訳（予定）男子３４人　女子１０人
６．指導者数２０人（桃山幼稚園の先生・大雨河小学校の先生・学生ボランティア
７．プログラムの内容（案）其の壱：忍者の巻物！
　（楽しい仕掛けで，子どもが夢中になる忍者になりきる活動を展開していく）
　①水とんの術：水中に隠れる術（竹筒クラフト・川遊び・魚捕り）
　②木とんの術：木の上に隠れる術（山遊び・木登り・ロープワーク）
　③火とんの術：火を操る術（本格的炭焼き窯での炭焼き体験，五平餅作り）
　④土とんの術：田んぼのどろに身を隠す術（田んぼの生き物探索，田んぼの雑草取り）　⑤水蜘蛛の術：水の上を歩く術（いかだでの川遊び）
　⑥昆虫捕獲術：雑木林でカブト虫・クワガタ虫を捕まえる術（５日間連続の早朝散歩）
其の弐：地域の人とかかわり生活に知恵を学ぶ！
　（野菜を分けてもらったり，竹などの材料を切らせてもらったり，炭焼き名人から炭焼　　きを教わったりと地域の人とかかわり，農家の知恵・職人の知恵など本物の生活の知　　恵を学ぶ）
其の参：遊びと学びの同居！
　（遊びを連続させ，興味別班構成を導入し，探求心・工夫力・段取り力を育成する）
其の四：地域にあるこだわりの食文化を肌で体験！  
　（五平餅名人に五平餅の由来を聞き，究極の五平餅作り，夏野菜の収穫と調理，川魚の調理，地元のお米と野菜でのご飯とみそ汁，漬け物，流しそうめん，手打ちそば体験等々）
